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古代武蔵国府
展示解説シート　Provincial Capital Musashi-Kokuhu of Ancient

武蔵国府のマチ

復元模型

　「武蔵国府のマチ」の模型は、
東西 3.3km、南北 2.3kmの範囲

を復元しています。
今
こん

日
にち

の地図と照らし合わせると、
東府中駅から分

ぶ

倍
ばい

河
がわ ら

原駅までが
すっぽりと収

おさ

まります。
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　国
こく

衙
が

を中心として広がる〈国府のマチ〉

の空間を模型で復元してみました。

　年代は、750 年前後（８世紀半ば / 奈

良時代）。マチの北方で国分寺の建設が

急ピッチで進み、国衙の建物も 瓦
かわら

葺
ぶ

きに

改められた頃です。

　模型の西端には東
とう

山
さん

道
どう

武
む さ し

蔵路
みち

という国

道が南北に縦走し、国衙の東隣には「多
た

磨
ま

寺
でら

」と呼ばれた寺院がありました。そ

の南方の低地には、水田が開かれていた

と推測されます。

　竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

は、630 棟を配置しています。

模型制作時、この範囲で発掘された竪穴

建物跡は 4,000 棟を越え、未発掘のもの

を含めればその総数は 2 万棟に達すると

推測されていました。こうした数値から、

750 年頃に同時存在した竪穴建物の数を

推定しました。

　竪穴建物の多くは庶民の居住の場でし

たから、1 棟に ３~4 人が住んでいたとす

ると、国府のマチに暮らす人々は 2,000 人

を越えていたことになります。ふつうの

ムラとは隔
かく

絶
ぜつ

した規模の集落であったこ

とは間違いありません。国府は単なる政

治の拠点ではなく，当時としては多くの

人口を抱えた都市的な空間だったのです。

　なおこの模型は、発掘調査の成果を最

大限に取り入れていますが、もちろん想

像した部分も少なくないことをお断りし

ておきます。縮尺は 1/450 です。



　奈良 ･ 平安時代、日本列島の多くの部分は今の奈良や京

都を都
みやこ

とする 中
ちゅう

央
おう

集
しゅう

権
けん

的な国家体制に組み込まれていまし

た。列島には 60 余りの国が置かれ、各国には郡
ぐん

、さらに郷
ごう

が設置され、地域支配が行われるシステムでした。

　各国には役所が設置され、一国の行政 ･ 警察 ･ 司
し

法
ほう

･ 宗教

などに絶大な権限を持つ国
こく

司
し

という役人が都から派
は

遣
けん

されま

した。こうした国の役所の所在地を「国
こく

府
ふ

」と呼んでいます。

　現在の東京都と埼玉県そして神奈川県川崎市と横浜市の大

部分は、武
むさしのくに

蔵国に属していました。その国府が、ここ府
ふ

中
ちゅう

に

置かれていたのです。

　武蔵国は 21 郡を管
かん

轄
かつ

する広大な国であったため、国司の

定員も多く、守
かみ

･ 介
すけ

･ 大
だ い

掾
じょう

･ 少
しょう

掾
じょう

･ 大
だ い

目
さかん

･ 少
しょう

目
さかん

という役職が

あり、彼らを補佐する 3 ～ 5 人の史
し

生
しょう

も都から派遣されて

いました。
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武蔵国は 21の郡からなる
大きな国でした。
国府は多

た

磨
ま

（麻）郡にあり
ました。
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　武
むさ し

蔵国
こく

府
ふ

関
かん

連
れん

遺
い

跡
せき

は，段
だん

丘
きゅう

崖
がい

（崖
がい

線
せん

）に沿った段丘上のみなら

ず 崖
がけ

下
した

の 低 地 に ま で 展 開 す る、

広大な遺跡群です。その名称のと

おり、古代国府とそれに密接な関

連を持つ遺跡です。1975 年以来、

市民の協力のもと発掘調査が継続

されており、今では 2,000 か所を

越すまでになりました。その結果、

多くの貴重な情報が蓄
ちく

積
せき

され、古

代国府の実態を探るうえで全国的

にも欠くことのできない遺跡とし

て評価されています。

　府中市の北
き た

隣
どなり

の国分寺市には

武蔵国
こく

分
ぶん

寺
じ

跡があり、その周囲に

遺跡が広がっています。古代にお

いて、この一帯は政治 ･ 宗教 ･ 文

化の中心地でした。

↑国衙跡
国の史跡に指定されていて、一部は発掘調査の成果に基づき史跡公

園として整備されています。奥に見える木々は大
おお

國
くに

魂
たま

神社です。
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↑ マチの発掘状況
京王線府中駅南口で行われた発掘調査の様子です。200 棟近くの竪

たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

、20 棟の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

などが見つかっています。
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↓ 国府と国分寺の遺跡

武蔵国府関連遺跡は，国
こく

庁
ちょう

を取り巻く役所群（国
こく

衙
が

）を中心に段
だん

丘
きゅう

崖
がい

に沿って展開しています。

武蔵国分寺跡・関連遺跡はその北方にあり、僧
そう

寺
じ

や尼
に

寺
じ

の中心伽
が

藍
らん

は国分寺市域にありますが、

遺跡は府中市域にも広がっています。国府関連遺跡から北へ延び、国分僧寺と尼寺の間を突き抜

ける道路跡は、当時の国道で東
とう

山
さん

道
どう

武
むさ し

蔵路
みち

と呼ばれ、都
みやこ

につながっていました。

　国
こく

府
ふ

の一画には、国
こく

司
し

をはじめ役人たちが執
しつ

務
む

するさ

まざまな役所が建てられていました。とくに重要な政
せい

務
む

や儀
ぎ

式
しき

を行う場が国
こく

庁
ちょう

と呼ばれる施設で、他の国府跡の

発掘調査によって、塀
へい

などで囲まれたなかにひときわ大

きな建物が整然と立ち並んでいたことがわかっています。

　府中市のほぼ中心部、大
おお

國
くに

魂
たま

神社境内から東側の一帯

には大きな溝
みぞ

に囲まれた区域があり、その内部では整然

とした配置で大型の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

や礎
そ

石
せき

建
たて

物
もの

の跡が見つ

かっています。長さ 20m 以上の大きなものもあり、瓦も

出土しているため、 瓦
かわら

葺
ぶ

きの建物をふくむ壮
そう

大
だい

な建物群

の存在が想像できます。さらに、武
む さ し

蔵国内の郡
ぐん

の名前を

記した瓦やレンガ ( 塼
せん

) が出土することもこの一帯の大き

な特色です。郡名を記した瓦やレンガは、建物の建設に

当たって国内の各郡が協力したことを示しています。

　つまり、これら郡名のある瓦やレンガの出土地には、

武蔵国を挙
あ

げて建造した建物が存在したことになります。

それは、国府の中枢である国庁とそれを取り巻く役所群

（国
こく

衙
が

）以外に考えられません。

←武蔵国府の概念図
儀礼・政務を行う国庁を中心に、その周囲に役所群の国衙、さらにその

周りには関連施設や人びとが集まるマチのような空間が広がっていました。

マチの範囲は南北最大 1.8km、東西約 2.4km と推定されています。

　武
むさし

蔵国
こく

府
ふ

関
かん

連
れん

遺
い

跡
せき

でこれまでに発掘された竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

は

6,000 棟
とう

、掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

は 1,400 棟を超えています。とく

に建物跡が密集している国
こく

衙
が

を中心とした東西約３km の

範囲が国府として意識された特殊な地域と考えられます。

発掘調査の進展により、ところどころで道路の痕
こん

跡
せき

も確認

され，町
まち

並
な

みを想像できるようになってきました。

　国府のマチでは、庶民の多くは竪穴建物に住んでいた

ようです。これまでに調査した面積から推計すると、東

西 3km 程の範囲に数万棟に達する竪穴建物跡が存在する

ことになります。もちろんこれは、およそ 8 ～ 10 世紀の

300 年間の累
るい

積
せき

ですが、多い時には 1,000 棟近くの竪穴

建物が同時に存在したと考えられます。

　竪穴建物跡からは、鎌
かま

や鋤
すき

などの農具、手
ちょうな

斧や 鋸
のこぎり

など

の工具類、矢じりなどの武器も出土します。農作業に携
たずさ

わ

る人はもちろん、武蔵国内の各地から役所の建設や国府

の警護のために駆
か

り出された人たちもいたのでしょう。

　国府は、壮
そう

大
だい

な役所群が建ち並ぶだけでなく、周辺の

ムラとは隔
かく

絶
ぜつ

した規模を持つマチだったのです。


